
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道鷹栖高等学校 

令和７年度 

第 12号 

2026 年 3月 24日 

 

３月17日（火）５・６校時に体育館で２年生全員を対象に、来年度、

就職面接や総合型選抜入試等の面接試験に向かうための進路模擬面接

を実施しました。生徒は６班に分かれて、入退室等の礼法や簡単な受け

答えについて、お互いに確認しあいました。 

○進路模擬面接（２年）○ 

３月24日（火）、体育館で令和７年度修了式、離任式が行われ

ました。修了式の校長講話では、「自分にも他人にも優しく」ある

こと、「思いやりを持って人と接する」こと、「志を立てる」こと、

「なぜ？という気持ちを持つ」ことの大切さについてお話がありま

した。その後の離任式では、小林校長が鷹栖高校を離れることにな

り生徒会長から花束が贈呈され、大きな拍手のなか花道を抜けまし

た。 

 

３月12日（木）・18日（水）、鷹栖町および社会福祉法人さつき

会のご協力をいただき、家庭総合の授業の一環として、実施しました。

12日は、介護に関する相談先や介護保険制度の概要、介護休業制度な

どの仕事と介護の両立支援制度の概要などについて学びました。18日

は、介護基本実技を体験しました。さつき会の理学療法士の方からご

指導いただき、実践的なスキルと知識を深める貴重な時間となりまし

た。講師の皆様には、懇切丁寧なご指導をいただき感謝申し上げます。

ありがとうございました。 

 

○介護に関する入門的研修(１年)○ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「科学館実習」 
２月25日（水）、旭川市科学館「サイパル」にて１年

生が理科の実習授業を行いました。今回の目的は、専門

的な展示や装置に触れることで、授業で学んだ理論への

理解を深めることです。生徒たちは、低温実験やモーシ

ョンキャプチャーなど多彩な展示に興味津々。科学的な

探究心をより一層高める貴重な機会となりました。 

【小林  孝 校長（異動先 釧路江南高校）】 

この度の人事異動により、本校を離れることとなりました。 

 毎朝、生徒玄関で「おはよう」と明るい挨拶をしてくれる生徒。学習や行事、部活

動などに全力で打ち込み、学校生活を謳歌する生徒。困難に直面した仲間に「大

丈夫だよ」と寄り添う優しい生徒。この２年間、生徒の皆さんが見せてくれたひたむき

な姿は、私にとって何よりの活力でした。 

 全校集会で伝え続けてきた通り、これからも「自分にも他人にも優しく」あることを

忘れないでください。そして自分を大切にしながら、それぞれの夢や希望に向かって歩

んでいくことを心から期待しております。校訓「継続は力なり」を胸に、一歩ずつ努力

を積み重ねていってください。 

結びになりますが、保護者の皆様、地域の皆様には、本校の教育活動推進にご

支援とご協力を賜りましたこと、深く感謝申し上げます。本来であれば参上しお礼を

申し上げるべきところですが、略儀ながら、紙面をもちまして離任の挨拶とさせていた

だきます。これまで本当にありがとうございました。 

３月18日（水）、５・６校時に1年

生の最後の音楽の授業が行われ、練習

してきた合唱の発表を、先生方の前で

行いました。「群青」、「点描の唄」、「正

解」の３曲を披露しました。みな一生懸

命に、気持ちをひとつにした素晴らし

い歌声に、鑑賞した教職員から大きな

拍手が送られました。感動をありがと

う！！ 

４月行事予定 
「ゴールドコースト友好訪問団出発式」 

３月 19 日（木）、鷹栖地区住民センターにて、令和

７年度ゴールドコースト友好訪問団出発式が行われま

した。本校から２名の生徒が10日間の訪問に参加して

います。様々な経験をし、有意義な訪問になることを期

待しています。 

※あくまでも予定であり変更もありえます。  


